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北海道大学大学院獣医学研究科　動物疾病制御学講座　感染症学教室
研究室ホームページ：http://www.vetmed.hokudai.ac.jp/gsexaminationnew/detail/animal/infectiousdiseases/

動物の難治性疾病に対する新規制御法の開発
―家畜・伴侶動物の慢性感染症や腫瘍に対する

抗体医薬・タンパク質製剤による免疫療法の開発―

大学院獣医学研究科

今内　覚 准教授　Satoru Konnai 獣医学博士

難治性疾病では、生体内で病原体や腫瘍の排除機序が妨げられて
います。これは種々の免疫抑制因子が、免疫細胞を疲弊化させる
ためだと考えられています。本研究は免疫回避機構を標的とした
製剤を開発し、動物の疾病の新規治療法として応用するものです。

■研究の内容

　研究目的：PD-1 をはじめとする免疫抑制因子を標的とする動物用抗体医薬やタンパク質製剤
の作製と治療法への応用。従来技術との比較・優位性：本アプローチは特定の疾病を対象とす
るものではなく、免疫抑制機序によって抗病原体・抗腫瘍効果が失われている疾患を広く対象
とします。リンパ球を標的とした免疫療法ですので多機能的な免疫増強効果が期待されます。
研究の独自性：獣医畜産領域において本アプローチに関する論文や臨床応用例の報告は未だあ
りません。特徴：各抗体を樹立し、キメラ抗体として改変することで大量生成を行います。効果：
有効なワクチンや治療法がない家畜（ウシ・ブタなど）や伴侶動物（イヌ・ネコなど）の疾病
に対する新規治療法の提供を目指します。

■本研究に関連する知的財産

特願 2016-523581　「ワクモの防除方法及び該方法で利用されるワクモタンパク質」

■応用例

・動物の免疫学的研究（各種抗体）
・腫瘍マーカーの検出（PD-L1 など）
・抗体医薬（キメラ抗体）
・免疫増強剤（タンパク質製剤）

■産業界へのアピールポイント

　まだ予防法や治療法がない動物の病気は多くあります。そ
れらの制御法の樹立は容易ではありませんが、病気の脅威か
ら守るワクチンや治療薬の開発を目指しています。家畜への
応用研究において良い研究成果が得られれば、食資源確保に
もつながるはずです。また、近年重要性が高まっている伴侶
動物医療の向上にも貢献できると考えております。

研究内容紹介：
http://www.
mcip.hokudai.
ac.jp/cms/
cgi-bin/index.
pl?page=con
tents&view_
category _
lang=1&view
_category=
1189

※お問い合わせは 北海道大学 産学 ･ 地域協働推進機構まで（最終ページ参照）
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